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奥会津地熱地域における涵養注水試験時の高分解能微小地震モニタリング

High-resolution microseismic monitoring for water injection in Okuaizu
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　奥会津地熱地域では蒸気生産量の安定化を図るために，2015年度に涵養注水試験が行われた（1回

目：2015年6月-8月，2回目：11月-12月）。本涵養注水の際に，当該地域に設置した9点（地表5点，坑内

4点）の微小地震計で観測された微小地震記録を利用して，流体挙動把握を試みたので報告する。 

 

　微小地震のイベント決定に際して，1,000Hzサンプリングで収録されたデータに対して，P波，S波の目視読

み取りを行った。更に，決定された微小地震群に対して，波形相関を利用した震源クラスタ解析を適用するこ

とで，より高分解能な微小地震分布を求めた。この高分解能微小地震決定を用いることで，涵養注水に際し

て，大きく分けて3パターンの微小地震空間分布傾向が存在することが分かった。同時に，その3パターンの空

間分布傾向は，地下の流動分布の違い（坑口圧力より推定）と明確な関係性を有することが明らかと

なった。これより，高分解能な微小地震観測を行うことで，涵養注水に伴う地下流動の変化を予測できること

が分かった。 
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